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平成２４年６月１４日 

あいさつ運動と乗車マナー 
本校では、毎年６月初旬にあいさつ運動を生徒会を中心に、運動部や文化部のクラブ員 

にも声をかけてあいさつ運動を展開しています。今年は、ＪＲ西日本の関係者から南岩国 

駅で、駅員さんと一緒にお願いできませんか、というお誘いを受けました。本校の通学生 

は、南岩国駅の方々に大変お世話になっているのでありがたいお話でした。 

６月４日～８日の一週間、７時半から８時まで駅員さんとご一緒に実施しました。最終 

日の８日に、電車を降りてこられたお客さんの一人が、本校の生徒に手紙を渡し、立ち去 

られました。（下の右側） 

きれいな字で書かれた文章を追っていくうちに、涙がこぼれそうになりました。手紙を 

渡された乗客のやさしさと思い遣りに、そして本校の生徒の一生懸命さに。感動と勇気を 

いただきました。 

あいさつ運動の前の５月下旬に、南岩国駅から２名、由宇駅から１名来られ、乗車マナ 

ーについての講演をしていただきました。改めて確認したいと思いますが、５つのマナー 

違反を覚えていますか。 

①カバンを通路や座席に置く ②優先座席に座る ③大声で話したり騒ぐ ④入口や改 

札付近でたまる ⑤携帯電話やイヤホンの騒音 でしたね。 

これらの行為は他の乗客の方に不快にさせ、 社会的にも許されない恥ずかしいことです。 

地域社会の一員として、自分の行動に責任を持ってもらいたいと思います。



福沢諭吉先生直伝 正しい自己アピールの方法｢学問のすすめ｣より 

第一に、言葉について勉強しなければならない。 

身近な人に自分の思ったことを直ちに伝えるには、言葉以上に有力なものはない。 

第二に、表情・見た目を快くして、一見してただちに人に嫌な感じを与えないようにする 

ことが必要である。 

表情や見た目が快活で愉快なのは、人間にとって徳の一つであって、人付き合いの上 

で最も大切なことである。 

第三に、交際をどんどん広げよ。 

恐れたり遠慮したりすることなく、自分の心をさらけ出して、さくさくとお付き合い 

をしていこうではないか。交際の範囲を広くするコツは、関心をさまざまに持ち、あ 

れこれをやってひとところに偏らず、多方面で人と接することである 

コーヒーブレイク 
「睡眠の重要性」理想の睡眠時間は？ 

理想の睡眠時間はどの位か。クリプケ教授 

（米国）らが、２００２年に、睡眠時間と 

死亡リスクの関係を専門誌に発表。対象者 

は１１０万人を超える大規模な健康調査 

で、「３時間」から「１０時間以上」まで 

の睡眠時間を８グループに分け、６年間の 

追跡調査後時点での生死を調べた。その結 

果、死へのリスクが低かったのは睡眠時間 

が「７時間」（６．５～７．４時間）のグ 

ループ。これより短いグループや、長いグ 

ループでもリスクが増す。「１０時間以上」 

の死へのリスクが最大で 「７時間」 に比べ、 

男性は１，３４倍、女性で１．４１倍。最 

近のデータでは「睡眠時間が５時間でも十 

分に長生きできる」という結果を発表し 

た。日本人の睡眠時間は、ＮＨＫ（２０１ 

０） の国民生活時間調査で、 ７時間１４分。 

みなさんの睡眠時間は理想の睡眠時間で 

すか。 

「 夢 を 持 ち 続 け る 者 は 学 ぶ こ と を 怠 ら な い 」 

２００９ 冬季オリンピック女子フィギュアスケート金メダリスト キム・ヨナ 

６月～７月行事予定 

６月２５日 試験週間 

７月 ２日～６日 期末考査 

７月 ６・７日 高・中クラスマッチ






